
だいよう lまあ

取吸し、は， 品目 および貨物積載数量を指定して適用することと

している 。

1 適用品目 貨物の重量算出が容易な貨物で，凶鉄が}jll に

指定するもの。

2 貨物積載数量 10 t 貨車を使用する場合と 1" 1僚にするた

め，重量貨物においては，その重量は 10 t 以下。軽母貨物にお

いては， その個数は別に指定した制11li個数以干とする。

3 運賃計算トン数 lO t とするが，小形貨車による減ト γ

のある貨物については 10 t からJifr定の減ト γ数を控除する。

(小野田栄)

だいようほあんそうち 代用保安装置 東海道新幹線に

おける *代用保安方式の検知式に使用する装置。 代用保安装 I~i

とは列車保安方式のうち代用保安を確保する告を置主 して指令'ò(i

話なども含めた広義の保安装置を意味するものであるが， 通常

狭義の *列車検知装置をさす。

列車検知装置は*列車検知器 (HF 形)・* 信号用符号送受{日

機(日 形) ・ 列車数カウ ンタ ・列車数表示燈・ ホ開通確認燈・ 代

用運転てこ等によ り 織成される。

列車検知装置の構成を図に示す。各駅の進出端 ・ 進入端で司自

雨入換えの関係しない地点に列車検知協力:設 l置され ， そこを列

車が通過して駅中間に入ると列車数カ ウ γ タが l を計数す る。

紛れ、て続行列車が進入すれば 2 を計数する。 先行列車が次の駅

の列車検知地点を通過すれば，カウ ンタは l を減じ，結局駅中

聞に存在する列車数をカウン ト して列車数表示燈にその列車数

を表示する。

駅中間に列車が存在しないと き，すなわちカウン タの計数似

が本のと きは 1m通確認憶が点燈するから. ，、ま代用保安方式を

施行しようとするときは， jil!j側の駅長は l1tjl~で打ち合わせる と

同時に，こ の IJ fl通確認憶により 中間に列車のいない こ とを確認

し，代周辺!転てこ， ならびに地上信号機の進路て こを反位に倣

って ， * j並行手信号代用:l:， と 地上信号機に進行信号を現示する。

運転ー| は，この現示と駅長の IlJ発指示合図(常用保安方式では不

用)によ っ て U\発する。ヨ引l務官1I1 の駅においては ， 場内進路始端の

* 停止限界際l識の手 iìíj ~ごレ っ たん停'!'し，その後地 U，二守機の

現示に従って進入することになるのであるが.レったん停止す

べき停止限界標識ま たは地 1'-信号機の 比通し距離が 110km/h

よりの市1J 1YJ距縦約 600m を確保できないので， その外方 に * 停

車場接近標識が設けられている。
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した。

2 ';~~業範問

沼宮内 ・ 2ド館IMlは旅客・ F小{，:j物および貨物の ， その他i正問

は旅客およ び手小間物のIlli抜レをして L 、 る。

3 使命

東北本線 と iEtíii線の短絡および， この地方の産業文化の発展

助成を使命 としている。

4 特 長

原産地路線 と して開業したものであるが， 現在は，この地減

の fU..;の重要なh:の役'剖を来たしている。(佐野実)

たかしまかえもん高島嘉右衛門 天保 3・ 11 ・ 3 常陸国

(沃嫌県) の名干~ 'V-F、 iflj の fーとして生まれ(一説に生地は江戸三

十問捌 とも L 寸。) . 存象 と りす。幼にして材木前の小僧となり ，

のち独立 して京橋本挽I lJ j に材木 IIÏj を t茸む。幕末， 海外貿易を企

図して幕府の然に触れ，は， 1，で易学の需を読み，易型を研究，

JH獄後材木 1mのかたわ匂士木ill~に手を出して成功，鍋島滞に

:tl 入する うち L(部兼大誠大制移 大限重信に近づいて{昌を得，ま

た大蔵少和1ì本 IJf J，徐博文 と もねんごろになった。

明治 2 年新橋・航浜問の鉄道

建設に介在し，鉄道および|司泊

の用地にあてるため，掛浜泌!:\l

の卸一立てを部助! . イ l 曲者から ('1' ;，モ

川青木町 IHIの幅 351/\ 1 . 長さ 770

聞に及ぶ )!fl \'[_てを 11 ，';-;'; 140 円1/ :)

の契約で完成 し， 今の，:':j.(-!;IIJJ を

つくる。ま た似\If\のガア、燈事業

に成功し. t.町浜伊勢山干 に ~.ji )~::i 

学校を建設して育英事業に努め

るなど多方 IÚÎに活躍した。 次い

で明治 4 年秋から翌年春にかけ

L蒸気車手形ノロ;1 (鉄道1l!，&ft

金の公 ftt方法)を ill 万し， I IiJ 1-ドには L~を奥青森マテ鉄道築造ノ

i議建 言m を工部'/ï に提出 した。その内容は上野・背疎開に鉄道

図では下り線の例を示してあるが，上 り 線も全く同僚である 。 を建.i置するため，各旧藩知事のlIot Ý!'iを 1 0 箇年政府に借 り 上げ，

ただし進行手信号代用器は， 使用されるチャンスが比較的多L 、 政府はこの資金に年 7 分の利 子を付けるというものであっ た。

と考えられる順方向進出進路に対してのみ設けてある。なお列 明治 7 年東京府内周姐の鉄道建築見積書を挺/f"\， また東京 ・

車数カウン タは継電務回路の組合せであり ， 最大計 数値は 7 で 青森|問鉄道建築の意見書も提出したが，これはと述の建言書を

ある。(八木正夫) 具体的に泌明 し，華族聞に建E没の説明を加えたものである。下

たいらだでせん 平館線 東北本線沼宮内駅か ら花紛線 って明治 21 年にはセメン ト 製造業を始め，翌 22 年北海道炭破

平館 ・ 大更駅お よ び東北本線好摩駅に至る路線とこれに付帯す 鉄道を創設 して制 長に就任， 一方行狩困十勝に高島農場を聞い

る路線からなる国鉄自動車路線であって， 所管する沼宮内自動 た。統L 、て|司 23 年金沢に北限鉄道建設の総会を聞き. 1" 125 年

車営業所は，岩手県岩手郡店手町にある。 その社長となる等，ま さに八ÎÍlÎ六ひ.の活躍ぷりであっ た。

1 rz.間・キロ程および沿革 その後，小問 ・ 函館開の困問鉄道(のち北海道鉄道と祝名を


